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○平田部会長 皆様、お待たせいたしました。今日もまだ梅雨明けがまだということで、何か涼

しいような暑いようなよくわからない天気ですけれども、皆さんも部会にお付き合いくださって、

ありがとうございます。今日はどうぞよろしくお願いします。 

まず最初に、部会員の出欠状況や配付資料等につきまして、事務局から説明をお願いします。 

○加藤企画課長 それでは、まず部会員の出欠状況についてご報告いたします。椋野部会員から

事前に欠席のご連絡をいただいております。それと、まだ５名の方が集まっておりませんが、特

に欠席というご連絡をいただいておりませんので、いらっしゃるというふうに思っております。 

 配付資料について確認させていただきます。第１回目のときに郵送の資料等を確認させていた

だいておりますので、本日使う資料のみについて確認させていただきます。 

まず、分野別部会資料第２号、「基本構想実施計画の今後３か年の方向性及び指標（案）につ

いて」です。続きまして、分野別部会資料第３号、Ａ３のものです。「平成２８年度基本構想実

現度評価の実施状況について」です。それと、分野別部会資料第４号、「平成２８年度まち・ひ

と・しごと創生総合戦略進行管理の実施状況について」です。こちらにつきましては、郵送のも

のではなく、本日席上に置いてある差し替えであるこの総合戦略評価表、こちらのほうを使いま

すので、よろしくお願いいたします。「第３章 計画事業」、こちらの全計画の体系、こちらも本

日使いますので、確認をお願いいたします。 

本日使う資料については、以上の４点になります。 

それと、席上に冊子が４冊置いています。特に、この「まち・ひと・しごと創生総合戦略」、

こちらのほうは本日の検討課題の材料になっております。 

本日、先ほどの資料の中でないものがあれば、事務局のほうでお持ちしますが、大丈夫でしょ

うか。よろしいでしょうか。 

また、事務連絡を１点だけさせていただきます。記録についてですが、第１回と同様に、発言

者の氏名を記載した全部記録ということで区民の方に公開させていただきますので、よろしくお

願いをします。 

○平田部会長 ありがとうございました。 

 それでは、ちょっとまだお見えになっていない方もいらっしゃるようですけれども、結構、皆

さん議題が押していますので、更に出席者の方にはパソコンまで持ち込んでいただいて、やる気

が満々とお見受けしましたので、先に進みたいと思います。 

 まず、ワークショップでよく行われるのは１回目の振り返りということなので、簡単におさら

いをしまして、また、今日、前回終わらなかったワークショップのところをやって、それから、

今日はその後、普通の会議に戻りまして、また担当部署の方からご説明をいただいて、皆さんか

ら意見をいただく。それが新しい資料を使っての作業になりますので、大きくは、今後３か年の

方向性と指標はこの同じ方法でやって、今日は観光と交流を残り一つお願いしたいと思います。 

 それから、次が基本構想の昨年度の評価ですね。もう見方が何となくお分かりになったと思い
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ますので、こちらを３０分間。 

 それから、新しい今後の方向性としまして、人口が減っていく、人口減少社会というところで、

どのように文京区は未来を見出していくのかというところを２５分間。 

それから、六つ目が忙しいんですが、最後に政策を実現するための行財政改革の取組について

ご説明を１０分ほどさせていただいて、まとめて、それでもうきゅうきゅうに詰まっております

ので、皆さんたくさんメニューがあるということなのでご了承ください。ここは人数多いのでサ

クサクとやりたいと思います。 

では、簡単に前回の振り返りですけれども、前回は三つやっていただきまして、素晴らしかった

ですね。前回はたくさん意見が出て、これがワークショップの理想形です。地域コミュニティで

は、たくさんの意見が出て、指標と、それから、新しい課題、見える化してくださいという新し

いご提案、それから、共有化したりサポートして、オープンデータにも使えると思うんですが、

いろんな情報を出していくことによって、みんなで共有しましょう。それから、地域の魅力を生

かしてやってくださいというような、全部はご紹介することはできませんけれども、そういうた

くさんの意見が出まして、今日もこの意気でお願いします。 

それから、次が、産業振興ということで、産業振興は現実的な意見がたくさん出まして、特に

指標が多く出たのが魅力的です。新しい視点での指標をありがとうございました。評価の文言の

新しいご提案、それから、商店街のほうのいろんなこと、そういう指標、それから、つながって

いきましょう。一つ、区だけで頑張らないで、いろいろつながってくださいという意見が出され

ました。 

三つ目が、生涯学習と文化振興とスポーツ振興でまとめて忙しかったんですが、こちらをやら

せていただいて、ここでは既存の財産を生かしましょうということで、既存の施設を活用したり

だとか、それから、予算を考えてやってくださいとか、いろいろな意見が出まして、指標も、そ

れからＰＲが足りないんじゃないか、新しいパブリックビューイングとか、いろんなものを導入

したらどうだろうという、新しい提案を誠にありがとうございました。これらが前回の振り返り

です。 

今日も皆さん、新しいご意見を発想をお待ちしておりますので、早速、３か年の方向性と指標

についてお願いします。もう皆さん２回目ですので、ルールのご説明はよろしいですよね。大体

大丈夫ですよね。付箋、カードですね、カードに記入しておいてください。 

また、今日は色が変わっていまして、前回は指標がこの色だったんですけれども、今回はピン

クですね、お使いください。指標はピンクです。それから、方向性に関するほうが緑と変化して

いますので、それ以外は同じです。 

大きな字で、また一つの意見を１枚、ぜいたくに使ってください。大きく書いてアイデアをお

願いします。 

それでは、今日は裏返しまして、こちらのほうでお願いしたいと思います。 
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最後の積み残しである観光と交流、これも結構広い分野なんですね。関係部署からご説明して

いただきますが、皆さんは今後３か年の計画に入れてもらいたい新しいご提案、それから、指標

についてのご意見をお願いします。 

それでは、担当部署の方からお願いいたします。 

○田中アカデミー推進部長 こんばんは。アカデミー推進部長の田中と申します。よろしくお願

いいたします。 

 それでは、前回に引き続きまして分野別部会資料第２号ですが、３－６です。４４ページをお

開きいただきたいと思います。 

 今後３か年の政策の方向性でございますけれども、概略は記載しておりますが、本計画では、

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を視野に入れまして、今以上に多く

の方々に本区の魅力を知ってもらい、訪れていただくことが重要ということで、そのための取組

を推し進めていきたいと考えております。 

 指標は四つでございます。４５ページからです。 

 一つは、「区のまつりイベント来場者数」というものでございまして、前計画と同様の指標に

なっております。継続した指標を用いることによりまして、区を代表する「文京花の五大まつり

」、「文京朝顔・ほおずき市」、「根津・千駄木下町まつり」などで、更なる来場者の増加を目

指して支援してまいりたいと思います。 

 指標の２ですけれども、二つ目は、「観光インフォメーションの相談件数及び観光協会ホーム

ページのアクセス件数」でございます。 

 問合せの実態、実情に合わせまして、前回、計画の指標であります相談件数だけでなく、ホー

ムページのアクセス数、これを加えまして一体の指標とするというものでございます。 

 情報発信に力を注ぎまして、観光資源の魅力の向上を図ってまいりたいと考えております。 

 ４６ページをお開きください。 

三つ目の指標は、「観光ガイドの参加者数」になっております。前計画では申込者数としてお

りましたが、より実態に即した形で参加者数を指標として取り組んでございます。 

 四つ目の指標は、「外国人おもてなしボランティアの登録人数」ということで、新たな指標で

ございます。来る東京２０２０競技大会の開催を見据えまして、この指標を採用することによっ

て、外国人の来訪者、訪問者を温かく迎えるまちにつなげていきたいということでございます。 

 最後、交流でございます。３－７、次のページ、４７ページをご覧ください。 

 現状と今後３か年の方向性につきましては、ドイツ・カイザースラウテルン市との姉妹都市交

流から、あと２年で３０年ということで迎えようとしておりますが、この間、区内の外国人人口

は着実に増加をしておりまして、記載のように、５月１日現在で行きますと８，６００人余とい

うことで、全体の約４％になっているということでございます。 

 国内交流につきましては、特別区長会において、「特別区全国連携プロジェクト」、これを推
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し進めておりまして、東京だけでなく、全国各地域の経済の活性化、まちの元気につながるよう

な取組を展開していきます。 

 この度の熊本地震などでは、文化と歴史を縁する包括連携覚書、こういったことを締結してお

ります熊本市からの要請に基づきまして、支援物資の輸送、職員の派遣等を迅速に行ったところ

でございます。こうした中、日頃のこういう積み重ねがますます肝要になっておりまして、これ

まで以上に具体的な交流を推進していきたいと考えております。 

 ４８ページをお開きください。 

指標は三つになっております。 

 一つ目の指標は、「海外の都市間交流事業に関するウェブサイトへのアクセス数」ということ

で、新たな指標を考えてきたところです。 

 海外都市との交流事業について、区民の関心を高め理解が進むよう、区のウェブサイトを改善

するなど、情報発信に努めていきたいということでございます。 

 二つ目の指標は、「国際交流フェスタの来場者数」です。前計画におきましては、外国人の増

に焦点を当てまして、外国人入場者数としておりましたが、外国人の方だけでなく、日本人と一

体となった交流、にぎわいのある国際交流が実態となっておりますことから、また、そういった

ことを目指すべき方向だろうということで、指標を変更したところです。 

 三つ目の指標は、「全国自治体との交流件数」になります。前計画におきましては、本区ゆか

りの自治体との交流を図る情報発信により理解や関心を高めるということで、区内交流について

のホームページのアクセス件数としておりました。この間、協定の締結は九つの自治体になって

おりまして、啄木学級－文の京講座－とか、盛岡市との連携などですけれども、具体的な交流事

業を更に推進していくという考え方から、交流件数というものを指標にしていこうというもので

ございます。 

 説明は、以上でございます。 

○平田部会長 ありがとうございました。 

 それでは、早速ワークショップに入らせていただきますが、今日のゴールとして、皆さんの意

見が一つでも多く担当部署の方に取り入れていただけるように頑張りたいと思います。今日の皆

さんの意見を、全部を取り入れることは難しいと思うんですけれども、皆さんの意見が反映され

るように一緒に考えてまいります。 

 観光と交流は結構大事ですので、また短くて恐縮なんですが、５分間で考えていただけますで

しょうか。皆さん、よろしいですか。それでは、お願いします。マジックでお願いします。 

（意見抽出） 

○平田部会長 そろそろどうでしょうか。まだ書いていらしてもいいんですけれども、お預かり

に伺います。 

 とりあえず、まずお聞きしたいんですが、一番早かったのは、今日は岡田さんからです。お願
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いします。大きい声で。ちょっと、今日はみんなが遠いんですよ。なので大き目な声でお願いし

ます。 

○岡田部会員 交流というのは、本当にもう言葉どおりの交流ですので、それを深めるための、

深めることのその指標として方法をということです。 

○平田部会長 方法ですね。 

○岡田部会員 指標がね。 

交流というのは、みんなお互いが会うということが交流そのものなので、その内容的なことと

いうことです。 

○平田部会長 工夫ですね。了解です。 

 それと、もう一つあるんですよね。これは。 

○岡田部会員 いや、それの指標。 

○平田部会長 指標がですね。はい、わかりました。 

 じゃあ、山口さん、２番目にどうぞ。 

○山口部会員 せっかく津和野も関係があるんだからということで、全国いろんな自治体との交

流会をしたんですけれども、やっぱり津和野って文京区にとってはなじみもあって大事なところ

だと思うんですね。 

今は新宿区が来年、漱石の生誕１５０年で、熊本と一緒にいろんなことをやっているんですね。

芝居をやったり、いろんな催物をやって、すごく活発に今はやっている。 

鴎外の生誕１５０年は済んだんですけれども、やっぱり津和野って結構、観光事務所もあるし、

それをもうちょっと何かうまく使えば、より良い交流ができるんじゃないかなと思います。 

○平田部会長 常にある関係を生かして、それをもっとやるということですね。 

○山口部会員 山口県とか鳥取県とかの周辺にもいろいろありました。 

○平田部会長 切り口ですね。ありがとうございました。まだほかにありましたか。 

○山口部会員 海外の都市交流事業で、そのウエブサイトのアクセス件数というんだけれども、

そもそもカイザースラウテルン市というんですか、どこにあって、どういうことを文京区はやっ

ているのかというのが全くわからない。だから、ウエブサイトに来るのを待っているよりも、そ

ういうことをやっているんだということを、もっと周知徹底させるというか、広報活動が必要な

んじゃないかなと思います。 

 ウエブサイトに来るのを待っているよりも、もっと積極的にということです。 

 以上です。 

○平田部会長 そうですね。確かにね。ありがとうございます。 

 じゃあ、あと１７分ということなので、３番目、青木さん、お願いいたします。 

○青木部会員 今の方と同じ考え方なんですけれども、いろんなところで連携しているのはわか

るんですが、具体的に何をやっているかというＰＲがほとんど分からないんですね。だから、こ
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ういう都市と連携しているということ自体もあまり分からないんで、内容が分からないのも確か

なんですけれども、今やっていることも、もう少しいろんなツールを使って情報発信していただ

いたほうがいいのかなと思います。それについての何か指標があれば、これだけやったとか、そ

ういうことをやればいいのかなというのが一つですね。 

○平田部会長 なるほど。交流ですね。ありがとうございます。 

それと、こちらは。 

○青木部会員 「五大まつり」とかいろいろあるんですけれども、その間、まつり間の連携とい

うのは何か図っているのかなというのがあり、いつものその場その場で単発でやっているような

イメージを受けるんでね。せっかく「五大まつり」と言っているんだったら、何か連携したよう

なものは。 

○平田部会長 予告をしておくとかですか。 

○青木部会員 そういうふうにしておくといいのかなと思います。 

○平田部会長 されていますかね。 

○青木部会員 「五大まつり」があるのは知っているんですけれども。 

○熱田観光・国際担当課長 観光・国際担当課長です。 

 それぞれの時期が違うもので、なかなか難しい部分はあるんです。ただ、例えば、それぞれの

実行委員会の役員の方を違うまつりに呼んで、そこで、またいろいろ情報共有をしたりですとか、

それぞれのまつりが関係者を呼んで、それぞれのよそのまつりでやっていることを見て、それで、

またこれはいい取組だというようなところを、自分のところに取り入れたりというような形はと

っています。 

○平田部会長 運営主体のほうは連携し始めているんですね。でも、ＰＲですよね。 

○青木部会員 参加者も含めての話。 

○平田部会長 参加者の方がわからないんじゃないかというふうなことですか。 

○青木部会員 何かこう回っていけば、参加賞みたいなものをもらえるとか、何かそういうこと

によって、逆に言えば…… 

○平田部会長 スタンプラリーですか。 

○青木部会員 例えばの話なんですけれどもね。そういうのをやったらおもしろいだろうと思い

ます。 

○平田部会長 なるほど、連携ですね。 

○古矢区民課長 今回は自治体のＰＲについてよろしいでしょうか。自治体のＰＲにつきまして

は、区報はもとより、ホームページですとかを頻繁に今は更新をしています。 

 例えば、今回の「朝顔・ほおずき市」、この土日に開かれたわけなんですけれども、そういう

ところにも例えば津和野ですとか、それと、山梨県の甲州市ですとかも出店をしておりまして、

実行部会員会のブログですとか、Ｆａｃｅｂｏｏｋも頻繁に更新をしている状況です。１日に何
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回も更新をしたりしています。 

 というところで、我々も区報ですとか、そういう紙ベースのもの以外にも、ホームページ、Ｓ

ＮＳ、ブログ、そういうものも積極的な活用をして、国内交流に関しましては、もちろん観光と

の連携を図りながら頻繁に更新はしているところでございます。 

○平田部会長 そうですね、いろいろ努力はされているようです。是非、応えて。はい、ありが

とうございます。 

 じゃあ、４番目の石井さん、お願いします。 

○石井部会員 文京区の一つの強みがやはり東京ドームがあるということとか、あと、文京シビ

ック大ホールのあちこちから、この前も若いママたちが随分いるなと思ったら、２３区中から来

ているイベントをやっておりました。そういうＰＲが文京区、すぐ近くに住むと、すぐ近くにあ

って便利なんだよというような何かＰＲというか、もっと活用したら、「五大まつり」とかだけ

じゃなくて、入れられないかなということです。 

○平田部会長 そうですね。若い人が来ますよね。 

○石井部会員 はい。 

○平田部会長 ありがとうございます。 

じゃあ、５番の出井さん、どうぞ。 

○出井部会員 いろいろイベントはあるんですけれども、逆に言って、毎月、ある程度のイベン

トを作って、それで人寄せをしてもいいんじゃないかと思います。 

 その「五大まつり」は、全部協賛しているんですよね。それで、つい最近の「朝顔・ほおずき

市」もそうですし、これが大体的にしているかというようなところも、もうちょっとアピールし

ないといけないんじゃないか。 

○平田部会長 そうですね。毎日というのは、いろいろ最近まちおこしの手段として使われてい

ますね。毎日どこかでやっているというのですね。 

 こちらはどうでしょうか。 

○出井部会員 それで、外国人が８，６００人いるというので、外国人のボランティアを募集し

て文京区のことを教えて、外国人の方が文京区をおぶってやってくれるっていうのが…… 

○平田部会長 なるほど。来たものは使えと。 

○出井部会員 そういう発想もいいんじゃないかなと思います。そうすると、あなたの国へ呼ん

でくださいとかいうようなことです。 

○平田部会長 なるほど。喜んでやってくれそうですね。 

○出井部会員 そういうのを、もしくは、東大大学の向こうの留学生の方のサービスをするとい

うのはありますよね、実際。逆に言って、外国人の人に文京区を紹介する講座を作って、そこで

いわゆるテストをして、あなたの国の人を呼んでくださいというようなことをやってもいいのか

なと思います。 
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○平田部会長 そうですね。これは外国の人にはすごく影響が大きそうですね。ありがとうござ

います。 

 じゃあ、６番、上田さん。 

○上田部会員 今ちょっと思い付かないんですけれども、とりあえずホームステイということで

お願いして、まず、海外からの観光客、留学生、ショートステイの方々ね、そういう人たちの宿

泊確保を、今はいろんな規制がありますが、その規制をある程度緩和していただければ、もうち

ょっと人が、いろんなフリーの人が一杯来てくれるんじゃないかということ。 

 それと、ピンクに書いたのは、その中で地域との連携をやっていこうかなということ。それは、

だけれども単独で動くんじゃなくて、いわゆる、自治会とか町会とか、そういうところの地域と

の連携をそのショートステイにつなげていくという形で、それが指標、方向性になってくるのか。

だから、それはちょっと二つの面があるんですよね。 

 ショートステイは１週間か１か月ぐらい泊まっているのは、あれは何でしたっけね。 

○平田部会長 民泊。 

○上田部会員 違う、違う。何でしたっけ、あれは。最近、ほら秋葉原とか、あの辺に一杯でき

てきたんですけれどもね。大体、１０日とか１か月ぐらいで出ていってしまう。 

○平田部会長 何かウィークリーマンションみたいなものですか。 

○上田部会員 違う、違う。そういう話ですが、まあ、ホテルですけれどもね。 

○平田部会長 なるほど。 

○上田部会員 空き事務所のところにパーティションか何かで仕切ってあって、トイレも洗面所

も共有になっていて、そこに１か月、幾らとかで泊る。うちのそばにもあるんですよ。そういう

外人が一杯来ていますから、そういう人たちといろんな交流をしたいなと思っているわけです。

遠くから眺めるだけじゃなくてね。もっと積極的に加わっていけるような形で、だから、それを

やっていけるのが自治会かなというふうに思います。以上です。 

○平田部会長 そうですね、自治会は大変ですね。国際交流ですね。ありがとうございます。 

 じゃあ、７番、村田さん、お願いします。 

○村田部会員 上田さんがおっしゃったことと同じかなと今は伺っていたんだけれども。 

○平田部会長 そうですね。これは一緒かもしれないですね。 

○村田部会員 はい。ボランティアの人は日本人の人ばかりだと思わないで、外国から勉強に来

ていらっしゃる留学生の方々も文京区の方々と交流できるように、ボランティアガイドとして外

国からの観光客をご案内するシステムがあれば良いと思います。 

○平田部会長 そうですね。はい、わかりました。 

 残り６分で、あと４人いらっしゃいますので、頑張っていきたいと思います。 

 じゃあ、８番、冨永さん、お願いします。 

○冨永部会員 文京区は、いろんな題材がたくさんあって、それをどうまとめてＰＲしていくか
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が大事だと思います。 

 例えば、最近非常に盛んなお花ブームです。菊、桜、ツツジ、アジサイ、アサガオ、梅などの

お花、それぞれ皆、文京区内に名所があります。だから、それを何かまとめて上手にＰＲしてい

くことと、地域地域で、地域の中の交流に加え、地域と地域との間の交流がもっと盛んになれば

よいと思います。 

 それから、外国人の方も参加される茶道、華道などいろんなグループが文京区にもありますが、

そういう方々にもこういうイベントに参加していただき、もちろん、外国人の方にも参加しても

らって、もうちょっと盛り上げてはと思います。 

○平田部会長 そうですね。いろいろ結んでますんでね。 

○冨永部会員 そういう要素が沢山あると思います。 

○平田部会長 なるほど。ありがとうございます。 

 じゃあ、９番、牛嶋さん、お願いします。追加がありますか。 

○牛嶋部会員 これはまた、全然違うやつなんですけれどもね。 

 そういう留学生とか外国人とかと交流活動をやっている人たちを集めたりして、例えば、発表

会とか、コンクールみたいなものをやったりして、そういうのにちょっと賞金を出したりとか、

何か集まったりすると、それに興味がある人が参加したりとか、そういうのができるようになる

のかなということですね。 

○平田部会長 なるほど。新たなアイデアをありがとうございます。 

 じゃあ、飯沼さん、お願いします。 

○飯沼部会員 ゆかりのある自治体との交流というふうなことですが、ゆかりのあるという定義

がよくわからないので、そこのところの認知度を上げるということが必要ではないかなと思いま

す。人物なのか、地域なのか、何をもってゆかりがあると言っているのか。 

 それなので、今は９自治体と交流があるということで、今後はそれを広げていこうという方向

性、右の方向性に今度はなるんですけれども、その広げていく数というのも大切だと思いますし、

その９自治体とのより深まりというかです。 

 要するに、文京区民でゆかりって何が指標なんだという共通の認知をして、それだったら、あ

そこはそうだねと言えるようなものというのが指標になればいいんじゃないかなと思います。 

○平田部会長 そうですね。交流回数ですかね。何か自治体にそれを言うとあれですけれども。

ありがとうございました。 

 じゃあ、野口さん、お願いします。 

○野口部会員 観光と交流ということで何かいろいろ出ているんですけれども、海外と国内向け

では、当然やることも伝えていくことも変わるので、そういう方向で整理していただけると、ま

たちょっとわかりやすくなるのかなというふうに思いました。 

 指標としては、交流というところと観光とに両方かかってくるんですが、姉妹都市、友好都市
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ってありますけれども、自治体が勝手にやっているだけみたいな感じの雰囲気がちょっと若干、

住んでいるとあります。実際にはどれぐらいの人がそことの間で、ふだん観光とかで行き来して

いるのかというところを、一つ指標としてそこを活発にしていただけると、我々にとってもなじ

みの深い友好都市になるのかなと思います。 

○平田部会長 じゃあ、お答えいただきたいんですけれども、大丈夫でしょうか。 

 そうですね。新たなご提案をありがとうございます。 

 何か追加したいことはありますでしょうか。かなり新しい視点がいろいろ出てきたように思う

んですけれども、牛嶋さんがご意見があるので、それをまず承ります。 

○牛嶋部会員 前に宝探しを都内でやっていたと思うんですけれども、あれはちょっとやって、

まあまあ、おもしろかったと思うんです。ああいうのを例えば、そのほかの連携地域とかそうい

ったものに、スタンプラリーでもいいんですが、連携地域とかに広げたりして、ほかのところか

ら来てもらってやってもらって、何か金賞だったらちょっと旅行券みたいなものを出したりとか

したらおもしろいかなと思います。 

○平田部会長 そうですね。ポケモンＧＯも一緒ですけれども。 

ちょっといろいろご意見を承っていると、地域と地域も交流したほうがいいし、それから、民

間レベルでいろいろ、まだいる人を使っていないんじゃないかというご意見をいただいたので、

外国人の方を活用したり、民間で交流する発表会とかコンクールなどを活用するアイデアが出ま

した。 

大分、今回は共通していますね。軸が共通しているように思いました。やっぱり、区民の方は

そのゆかりというところがよくわからないというご意見が出ましたので、そこについてはもう既

にやっていますよね、いろいろやっていらっしゃると思うんですが、区民の方が自分から調べな

いので、情報がどのように届くかなんですよね。 

何か言いたいことありますよね。どうぞ。 

○熱田観光・国際担当課長 おっしゃるとおりで、例えば、国際交流とか観光のその関係でも、

国内の関係も含めて、いろいろやってはいるんですけれども、それが区民の皆様にまだ周知がで

きていないところは確かにあるのかなと思います。そこは今後の課題と認識しておりまして、今

後はそういった皆さんに情報提供をしつつ、交流を進めていきたいと考えております。 

○平田部会長 まつりの予告とか、なかなかおもしろい意見も出ていますし、東京ドームとかい

ろんなものがありますので、まだ眠っている、毎日のイベントとか、新しい意見も出てきました

ので、そこら辺で、ちょっとささいなことから始められることがあれば、取り入れてくだされば

と思います。 

 認知度を上げるというのは本当にそのとおりで、いろいろな方から出ていたんですけれども、

認知度を上げるのが難しい。努力されていて、すごく大変だと思うんですが、私たちが調べれば

たくさん出てくるんですけれども、調べるまではわからないという現状のこの乖離（かいり）を



12 

どうやって近づけていくか、ＰＲということですかね。 

それから、この指標もありがとうございました。とてもいいものを出していただきまして、こ

こを行き来している人数だとか、交流回数とか、新たな視点をありがとうございました。 

じゃあ、時間でタイムキーパーさんが焦っていますので、次に進ませていただきます。観光・

交流についてのご意見をありがとうございました。 

それでは、今日盛りだくさんなメニューなので、あと、区から１回目のことに関して、何かコ

メントしておきたいということはございますでしょうか。はい、どうぞ。 

○古矢区民課長 区民課長の古矢でございます。 

 地域コミュニティのところでございますが、これに関しましては、部会員の皆様方からたくさ

んのご意見を頂戴したところです。その内容につきましては、例えば、その町会の加入促進です

とか、それと地域の担い手づくりの問題、それと、やはりマンションとの連携が重要ですとか、

それと、まつりですとか地域イベントを活用して、そういうふうなところから地域の担い手の方

を発掘すべきではないだろうか。あとは、行政と町会・自治会とがもうちょっと連携をして、加

入促進ですとか、地域の担い手、地域コミュニティについて、いろいろ様々、事業展開すべきじ

ゃないかとか、いろんなご意見を頂戴いたしました。 

 もちろん私どものほうも、そのマンションの視点ですとか、新住人、イベントを活用した新た

な担い手の発掘、育成、これは町会とも、私ども地域活動センターが連携しながらやってはいて、

イベントに遊びに来る方はいらっしゃるんですが、そこでじゃあちょっとお手伝いをというと引

いてしまう方がほとんどなものです。そこら辺をいかに新住人の方、マンションの方にご理解い

ただきながら、町会活動ですとか、そういうふうなところにつなげていけるかというようなとこ

ろも、我々も現在は非常に苦労をしながら、様々な仕掛けを考えながら、町会等も連携をしなが

らやっているところでございます。一応、言い訳といいますか、その辺だけはちょっとご理解い

ただきたいなと思います。 

○平田部会長 それでは、よろしいでしょうか。次に移らせていただきます。 

 それでは、次の平成２８年度基本構想実現度評価の実施状況についてに入ります。次第４です。

こちらは２７年度、昨年度の実績について政策・施策を評価したものです。 

 まず、こちらはどのように行うかというと、まず担当部署に説明をしてもらって、皆さんのご

意見を手を挙げていただいて伺うという普通の会議形式に戻りますので、よろしくお願いします。 

 それでは、コミュニティ・産業・文化分野の評価の実施状況について所管部からご説明をお願

いします。 

○林区民部長 区民部長の林でございます。 

 初めに、地域コミュニティにつきましてご説明をさせていただきます。分野別部会資料第３号、

そちらの９ページとなります。 

 ２番目のところに指標というふうに書いてございますけれども、この項目では指標を三つ掲げ
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てございます。 

 初めに、一つ目の町会・自治会への加入促進というところでは、町会への加入率を指標として

ございます。町会加入促進のポスターを掲示したり、あるいは、パンフレットを配付、また、区

のホームページ等で啓発の活動に努めてまいりました。そうした結果、指標といたしましては、

目標が６６％の加入率に対しまして、実績としましては６６．４％ということで、達成率につい

ては１０１％となってございます。 

 課題といたしましては、新たな転入者、特に若い世代の方たちに町会の活動を広く周知をいた

しまして、理解をしてもらい参加してもらう、こうした取組が必要と考えておりまして、特にマ

ンションに居住されている方、この方たちの加入促進を進めていく必要があるというふうに考え

てございます。 

 続きまして、交流・活動の場の提供といたしまして、地域活動センターの利用者数を指標と掲

げてございます。礫川、大原、向丘、この３地区の地域活動センターが平成２６年度にリニュー

アルをしたこともございまして、実績数値といたしましては４０万４，０００人を超える方のご

利用をいただきました。当初目標を大幅に上回っておりまして、達成率は１２９．１％となって

ございます。 

 続きまして、右側の③と書いてありますところの、新たな公共の担い手と区との協働の推進で

ございます。こちらは地域課題解決プロジェクトの登録件数を指標としてございまして、実績数

値といたしましては２７件、２７年度は新たに９件の地域課題の解決プロジェクトが登録をされ

ましたが、目標の３０件には達することができませんでした。 

 課題といたしましては、２９年度から社会福祉協議会に、こちらは新たな公共プロジェクトの

各種事業が移管することとなっておりまして、社会福祉協議会、それと、福祉部の福祉政策課、

それと事業を所管しております区民課、この三者が連携をしながら、これまでの運営のノウハウ

も引き継いでいく必要があるというふうに考えてございます。 

 次に、３の評価のところでございますけれども、指標の達成率が１００％を超えるもの、また

は１００％に達しなかったものが併存してございますので、評価としてはＢという評価となって

ございます。 

 次に、成果・課題でございます。地域コミュニティの核となります町会・自治会、こちらの加

入促進の支援、また、地域活動団体の場の整備や交流事業の充実が必要であると考えてございま

す。 

 最後、６番目の今後の方向性でございますけれども、地域活動への参加や担い手の世代交代等

を促進するためにも、町会・自治会が行うマンション等の居住者や文京区への新規転入者等に対

する加入促進を、より一層支援してまいりたいと考えてございます。 

 １枚おめくりをいただきまして、１０ページをご覧いただきたいと思います。 

 中項目が産業振興でございます。中ほど２番目の指標でございますが、こちらの項目は四つの
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指標が掲げられてございます。 

 創業・起業支援の充実といたしましては、創業に関するセミナーの受講者、この受講された方

の満足度を指標としてございまして、８７．５％の方に満足、やや満足という評価をいただいて

おります。目標といたしましては９０％ということでございましたので、達成率は９７．２％と

いうことで目標をやや下回ってはいますけれども、おおむね高い評価をいただいているというふ

うに考えてございます。 

 次に、二つ目、中小企業の運営基盤強化でございまして、中小企業向けの補助事業の認定件数、

こちらを指標とし、目標を上回る５５の企業に対しましての支援をさせていただいたところでご

ざいます。 

 次に、右側の③番のところ、商店街の活性化といたしまして、商店会への加入数を指標として

おります。平成２７年度におきましては、プレミアムお買い物券の効果といたしまして、加入数

は２，０７６件ということで、前年を上回る数値となってございます。しかしながら、目標の２，

１７０件を下回る結果ということで、達成率につきましては９５．７％でございました。 

 課題といたしましては、プレミアムお買い物券の効果として、先ほど申したように加入数が増

加をいたしましたが、更に目標に向けて努力していきたいというふうに考えているところです。 

 次に、④番の消費者の自立支援でございます。消費生活センターの研修への受講者の満足度を

指標としてございます。消費生活に関する様々なテーマで研修会等を計１６回、延べ４１８人の

方に対しまして行いました結果、９２％の方から満足とのご回答をいただいております。目標の

８０％を上回ったという結果で、達成率につきましては１１５％となってございます。 

 その結果、３番の評価でございますけれども、１００％を超えるもの、未満のものが併存して

いることから、Ｂという評価になってございます。 

 成果と課題でございますが、商店街加入件数は目標を下回っておりますけれども、商店街の活

性化施策を初めとする、更なる取組がとられております。 

 今後の方向性といたしましては、中小企業調査や企業訪問によりまして得られた企業の状況を

踏まえまして、チャレンジショップ支援事業や異業種交流事業を初めとしまして、これらのこと

を実施することで、産業や商業の活性化につなげてまいりたいというふうに考えてございます。 

 また、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けまして、商店街振興等、新

たな施策も充実してまいりたいと考えてございます。 

 以上、２項目の説明を終わらせていただきます。 

○平田部会長 ありがとうございました。皆さんから十分にご意見を伺いたいところなんですが、

たくさん項目がありますので、５、６分間とさせていただきます。 

 ご意見のある方は手を挙げてください。マイクをお渡しに行きます。 

○出井部会員 先に地域コミュニティの自治会・町会の加入促進というんですけれども、ちょっ

と下げて達成しているとも聞こえてしまう。前の目標値が７３％で今回６６％で達成していると
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いうことです。 

それから、これはスマホでも見られるんですか。ちょっとその辺も質問したいんですけれども。 

○平田部会長 じゃあ、関係部署の方、お願いします。 

○古矢区民課長 申し訳ございません。この数字につきましては、スマートフォンからはちょっ

とご覧いただくことはできません。これは「文京区制に関する世論調査」というのがございまし

て、冊子になってまとめられてございます。これに関しましては、２階の情報センター、若しく

は、地域活動センターに行っていただきましたら、こちらの資料等をご覧になることは可能とな

ります。 

○平田部会長 ほかにいかがでしょうか。早かったのが飯沼さんなので、すみません、飯沼さん、

お願いします。 

○飯沼部会員 二つあります。 

 一つは、交流活動の場の提供のほうで、平成２７年の実績が４０万４、１８０人で１２９．１

％の増加を見せたと、これは延べ人数かと思いますが、新たに参加された人の数とか、そういう

のはわかりますのでしょうか。 

○平田部会長 お願いします。もしよろしければ、マイクなしでもよろしいですか。すみません。 

○古矢区民課長 この数字につきましては、９か所の地域活動センターの利用の実績の人数でご

ざいまして、例えば、会議室の利用者数、これが基本的な数字になります。したがいまして、会

議室の利用者数のトータルした数でございますので、新規にどういう方が増えたかというところ

の数字は把握はできておりません。 

 ただ、爆発的に数字が伸びましたのは、新しく大原地域活動センターですとか、新しく施設が

整備されまして部屋数が増えたりとか、そういうことがありまして数字が爆発的に増えたという

ところでございます。 

○平田部会長 よろしいでしょうか。 

じゃあ、上田さん。ああ、ごめんなさい。もう一つですね。 

○飯沼部会員 こちらの産業振興のほうの１０ページですね、２番で、企業の創業とか、起業の

支援とか、中小企業の基盤強化とか、こういう活動の結果、実際に起業された企業数というのは

出るものなんでしょうか。 

○福澤経済課長 実際に起業した数というのは、区内で起業した数というのは、ちょっと捉えら

れないような状況です。ただ、私どもでやっている起業に向けた総合支援セミナーを受けていた

だいた方で、そのうち何人が起業したというような数は捉えられますけれども、区内全体で創業

した数というふうになると、ちょっと把握できないという状況でございます。 

○平田部会長 じゃあ、上田さん、お願いします。 

○上田部会員 それでは、９ページと１０ページなんですけれども、地域コミュニティへの加入

促進という件なんですけれども、加入促進はそう難しい話ではないんです。ただ、今後の文京区



16 

の場合、人口の流動性がものすごく激しいんですよね。５万人入ってきて３万人出ていっちゃう

と、残り２万人はまたその５年たつと、またその人が全部出ていっちゃって、また３万人入って

きた。お陰さまで今のところ２１万５，０００人になりましたが、文京区に入ってきて、まだ５

年とか１０年とかたっていない人が、たくさんいれば、３分の１以上いるんじゃないかと思いま

す。なじんでないですね、地域に。 

 一所懸命加入促進をかけているんですけれども、そういう人たちの取り込みをどういうふうに

するか。防災関係とか、それから、地域の事業をお祭りとか、そういうことで取り込んでいきま

す。 

 うちの町会もそうですね、青年団というのが立ち上がりまして、ここで十何年目ですが、最初

の青年団会長をやっていたのはもう５０を超して、どんどん、新しいのが入ってきております。

また逆に言うと、それから出ていってしまう人もいます。 

 だから、６０％ぐらいの加入率というのは、これはかなり妥当な数字に近いですね。これは、

少しパーセントを上げるには、ある程度、固定化した人口が出てくる。逆に言うと、安定した、

高齢化した人口ですね。これが２０年、３０年先、多分、文京区は高齢化してくると思います。

そうすると、あまり動かない人が出てくれば、かなり加入促進も増えてくるんではないかという

ふうに期待しております。 

 ただ、その人が町会の中で使えるかどうかは、また別の話ですね。 

 それから、もう一つ、１０ページのほうです。 

 私は商店街の副会長をやっていますから、加入促進はいつも将来の会費が入るか入らないかと

いうことですから、かなり重要なものでございまして、いつも目を皿のようにして、何人入って

くるかなというふうに、毎年毎年、予算を立てるときに考えております。 

 特に、ここにも書いてあるチャレンジショップ支援事業、これが結構効くんですよね、これが

ね。うちの場合でもこれは４軒目になります。それで、現在１軒だけどこかへ引っ越しちゃいま

すが、残り３軒は元気で頑張っているところです。 

 ただ、年間の予算で数がものすごく少ないですよね。昨年は６店舗ぐらいだったかな、確かね。

商店街全体の６店舗ぐらい。これに加入のチャレンジショップというのは、いわゆる家賃の半額

補助とか、結構すごい予算が絡んでおりまして、かなり魅力的な支援事業なんですよね。これを

もうちょっと拡大してほしいなというのは、いつも経済課長には話しているんですけれども、な

かなか、「うん」とは言ってくれないので、残念だなというふうに思っております。 

 以上です。 

○平田部会長 ありがとうございます。何かお答えされますか。よろしいですか。 

○福澤経済課長 チャレンジショップ支援事業について、ご意見ありがとうございます。チャレ

ンジショップ支援事業は今、上田部会員がおっしゃったように、毎年６件の営業に対応をして、

区内の空き店舗を活用した、そして商店会に入ることを条件として補助をしているものです。で
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すから、区内の空き店舗を有効活用して、区内で起業をしていただきたいというような思いがあ

って補助しているところでございます。まあ、昨年、今年度、応募が７件ということで、７件の

うち６件を認定したというような状況でございます。 

 今後もそういった応募状況とかも見て、支援の件数については検討していきたいというふうに

思っています。 

○平田部会長 ありがとうございました。魅力的ですけれども、お金が高いんですね。 

 じゃあ、ほかにありますでしょうか。 

 はい、お願いします。 

○山口部会員 全体的に、目標値というのはどういうふうに決められたのかというのがよくわか

らないんですよね。その目標値が本当に妥当かどうかというのが、できれば知りたいなという感

じで、その設定の根拠が。簡単にクリアできそうなのもあるし、これは難しいなというのもある

から、そういうところでちょっと、その目標値自体がどうかなというところも思いました。 

 それから、地域コミュニティのほうなんですけれども、こういう方向性で高齢化が進行してい

るのは、これはもう確かなんですよね。そういう世代交代も必要なんですが、その高齢化で活動

が交代することもありました。ただ、交代するんじゃなくて、やっぱり高齢者がやるんだという、

うちはその高齢者なりのその質の転換みたいなものが必要なんですよね。中身のその質の転換、

ただ単に交代することもありますよというのは、ちょっと表現としていかがかなという感じはい

たしました。 

 以上です。 

○平田部会長 いかがでしょうか。 

○古矢区民課長 まず、指標でございますけれども、我々もどういう指標を使うかというのは非

常に悩むところでございまして、様々な指標が想定はされるんですが、その中で客観的に数字と

して出せるもの、それを一応、指標というような形で、一応こちらでご提示をさせていただいて

いるところでございます。 

 あと、高齢者の方の問題に関しましては、おっしゃることは我々も十分理解できるところでご

ざいます。当然、今後もやはり高齢化社会というような形になってまいりますので、高齢の方の

やはり力も必要ということを考えておりますので、様々な視点から高齢の皆様方との連携・協力

を図った中での地域コミュニティの活性化には取り組んでまいりたいと考えています。 

○平田部会長 なかなか短い時間でお答えするのも大変なんですけれども、それぞれまたお答え

していきます。 

 冨永さん、手を挙げてました。 

○冨永部会員 初めに、外国人のいろんな参加ということをおっしゃって、とてもいいことだと

思いましたが、その外国人と言っても、いろんなタイプがあると思います。例えば、企業の転勤

で来ている方、学生の方、学校で教える方、フリーターで来ている方等々。そして男性と女性、
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小さいお子さんがどれぐらいの割合の感じなのか。またヨーロッパ、アメリカ、東南アジアなど、

どちらの文化圏の方が多いのかということなども、ちょっと何か参考に知りたいと思っています。 

○平田部会長 そういうデータをオープンデータのように公開すると、区民の方も役立つという

ことですよね。 

意味のあるものは難しいかもしれないですけれども、どこかお答えになりますか。 

○熱田観光・国際担当課長 今、正確なそういった人数とか、手元に資料はないんですけれども、

文京区内の外国人の方は留学生の方が一番多いです。区内の大学に留学をされている。 

 男女比は、ちょっともしかしたら女性のほうが若干多いかなというような、体感的にはそうい

うイメージで、アジアから中国の方、アジア圏の方が多いという状況です。ちょっと今、正確な

人数の手元に資料がないんですが。 

○冨永部会員 いや、大体わかればよろしいのです。 

○平田部会長 ただ、すごく貴重なご意見をいただいたように思います。オープンデータになれ

ば使えるんじゃないかとかですね、それから、山口さんのほうから、目標値が妥当かどうかを示

したらいいんですよね、きっと。公表していったらどうかというご意見もありました。 

 ちょっと時間が押していますので、そろそろ締め切らせていただいてよろしいですか。 

 それでは、後半のアカデミー推進部の関連のものをお願いします。 

○田中アカデミー推進部長 それでは、私のほうから、５項目全部ご説明をさせていただくとい

うことで、まず、１１ページをご覧ください。 

まず、生涯学習の項目でございます。 

 この項目では指標を四つ採用しておりまして、まず一つが、生涯学習講座等の充実という観点

から、指標は生涯学習講座等の受講者数、それから、満足度８０％を超える、そういった講座の

実施率ということでございます。ご覧いただきますように、両指標とも目標値を上回る状況で、

良好な実績で推移をしているという項目でございます。 

 二つ目は、②でございます。生涯学習活動支援の人材育成の観点です。指標は、人材育成講座

の終了率です。こちらはインタープリター等の養成講座になりますけれども、インタープリター

については新たに２５人を認定し、これまでの累計で１０８人の人材を養成したということでご

ざいます。 

 右に参りまして、三つ目が生涯学習活動の参加促進の観点です。生涯学習一日体験フェアとい

うものがございますが、こちらへの来場者数を指標としておりまして、毎年多くの皆さんの参加

が得られているというところでございます。 

 四つ目が、区立図書館利用者満足度の向上という観点から、指標は、図書館利用者の目的達成

度ということになりますけれども、こちら２７年度は真砂中央図書館が工事中だったものですか

ら、そこを除く館の集計でございまして、数値はご覧のとおりで、残念ながら目標値は若干下回

ったということでございます。 
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 したがって、全体としては３番にありますように、Ｂになっているということになります。 

 全体の課題、それから、今後の方向性につきましては、大学等との連携を更に進め、区民に満

足していただける多様な学習機会を提供していくとともに、生涯学習司や、あるいは、インター

プリターの育成、活躍の場の確保を進めてまいります。 

 また、この７月リニューアルオープンした真砂中央図書館を中心に、地域の情報拠点事業を充

実させていきたいということでございます。 

 次、１２ページをお開きください。 

文化振興です。こちらも指標は四つで、一つは、文化・芸術の観点から指標を森鴎外記念館の

入館者の満足度としております。良好な評価が得られているという状況でありまして、今後とも、

文京区を代表する文人の検証、情報発信に努めてまいります。 

 二つ目、成果発表の場の提供の観点です。指標は、文化・芸術事業参加者の延べ人数でござい

ます。残念ながら実績値は微増にとどまっておりまして、目標値にはいま一歩という状況になっ

ています。 

 三つ目は、これからの文化・芸術の普及・継承ということでは、若者の参加拡大の観点であり

まして、そういった事業への若年層参加者の延べ人数を指標としております。大学等に継続的に

働き掛けを行ったことなどから、実績は大幅に伸びまして、目標値をクリアしている状況です。 

 ４点目は、文化・芸術活動の普及の観点で、指標を芸術鑑賞事業への来場者延べ人数というこ

とで、昨年度はシビックホールの大ホールが開館１５周年ということもございまして、東京フィ

ルなどの協力を得て、記念公演が非常に功を奏したことから、多くの来場者が得られたというこ

とです。一方で、アウトリーチ事業がほぼ横ばいということで、目標値には届かない状況であっ

たということです。 

 したがいまして、評価としてはＢということで、全体の課題と今後の方向性につきましては、

ゆかりの旧伊勢屋質店の一般公開あるいは啄木などの本区ゆかりの文人の周年事業などがござい

ますが、引き続き、区の多様な文化資産の検証に努めていくということ。また、東京２０２０オ

リンピック・パラリンピック競技大会を見据えた文化プログラム、そういったものにも取り組ん

でいく考えであります。 

 次、１３ページをお願いいたします。 

スポーツ振興です。こちらも指標は四つでございます。 

 一つ目は、いつでもスポーツに親しめる環境の観点で、指標は、スポーツ施設、スポーツ交流

ひろばの年間利用者数ということでございます。この間に江戸川橋体育館あるいは新総合体育館

が整備をされておりますけれども、お陰さまで利用者は着実に増加しておりまして、目標値を大

きく上回っているということになります。 

 二つ目は、スポーツ関係団体等との連携強化の観点で、指標は、スポーツ関係団体等との協働

事業の実施数ということです。数値的には小さな規模ではありますが、本区ならではのいろいろ
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な関係団体との共同を更に進めてまいりたいと思っております。 

 三つ目は、区民のスポーツ技術と能力の向上という観点では、スポーツ指導員の派遣件数、そ

れから、四つ目のところでは、スポーツ指導員の資質向上の観点から、スポーツ指導者の各種指

導者講習会への受講者数ということで指標にしております。残念ながら、いずれも目標値を大き

く下回る状況になっております。 

したがいまして、評価としてはＢということであります。 

全体の課題と今後の方向性につきましては、まずはスポーツセンターの改修など、区民の皆様

に快適にご利用いただけるように施設の整備を進めていくということと、区民が身近な場所で気

軽にスポーツに親しめるような事業を推進していくということであります。 

また、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けまして、障害者スポーツの

取組あるいはボランティアの育成ということにも力を注いでまいりたいということであります。 

次に、４点目は、観光で１４ページになります。 

これも四つですけれども、一つ目は、何度も訪れたくなるまちという観点で、区のまつりイベ

ントの来場者数を指標としております。「花の五大まつり」など、区を代表するイベントの来場

者数はほぼ目標をクリアできている状況でございます。 

二つ目は、観光資源の周知の観点。こちらでの指標は、観光インフォメーションの相談件数で

す。ちょっと先ほどの説明と重複をしますが、発表された官公庁の推計では、ご案内のように、

今年上半期１月から６月の訪日外国人の客数は２８％増ということで、１，１００万人というよ

うな結果になって過去最高になっております。本区においても、ご覧のように問合せが着実に増

えているということで、目標を大きく上回っているところでございます。 

三つ目は、おもてなしの心の醸成という観点で、観光ガイド事業の申込者数を指標としており

ます。これについても実績は増加傾向で、目標達成をしている状況です。 

４点目は、観光誘致と知名度向上の観点です。指標は、フィルムコミッション事業の相談・連

携件数としております。相談の実績は、目標を上回っているところでありますけれども、実際に

撮影の協力に結び付くような件数はかなり絞られておりまして、昨年度はご覧のように、映画の

映像制作者からのお問合せ１４０件に対して２１件というような状況であります。 

したがって、以上四つの指標全て１００％達成ということで、評価はＡとなっております。 

全体の課題と今後の方向性ですが、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を見

据えまして、増加する国内外の観光客をいかに取り込めるかというところでは、区の観光資源の

持つ魅力を積極的に情報発信していく必要があるということであります。その意味では、観光協

会との連携を更に進めたいというところであります。 

また、本年１月に改修・保存という形で整備をいたしました細川家ゆかりの松聲閣、それから、

その一帯にある新江戸川公園の今は整備をしておりますが、そういった周辺エリアを、更に魅力

あるものにしていこうというようなことも取り組んでおりまして、新たな観光資源の発展につな
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がるような取組にも、力を入れていきたいということであります。 

最後は交流でございます。１５ページです。 

こちらも四つの指標がございます。 

一つ目は、海外都市との交流の観点ということで、国際交流事業の参加者満足度ということを

指標としております。昨年度におきましては、日中友好会館などの協力を得まして実施をした国

際理解推進講座などの事業を通して、国際交流・異文化への区民の関心が高まっている状況とい

うことでございます。 

二つ目、外国人の地域への参画機会の提供という観点では、国際交流フェスタということを実

施しておりますけれども、その外国人入場者数を指標としております。かなりにぎわっておりま

して、着物の着つけの体験コーナーとか、そういったところでは相当数の外国人の方でにぎわっ

ておりまして、全体としては非常に盛況に終わったということでありますが、指標としては、ち

ょっと実績は伸びずに、目的達成ができなかったということであります。 

三つ目の指標の国際交流体験の観点では、ホームステイ参加申込者を指標としております。子

どもたちですが、カイザースラウテルン市との間では派遣と受入れを隔年で実施をしておりまし

て、昨年度は派遣の募集４人に対して３１人応募というような、非常に高い倍率になっておりま

す。なお、本年度は受け入れておりまして、先週２３日から８月４日までの２週間の予定で、現

在、カイザースラウテルン市の子どもたちが文京区にいる状況です。 

四つ目は、国内交流に対する区民の意識向上の観点であります。指標は、ホームページの国内

交流ページのアクセス件数ということで、こちらにつきましては、この間、甲州市との相互協力

に関する協定、あるいは、熊本県、熊本市、新宿区との包括連携に関する覚書など、様々な形で

全国自治体との交流を進めておりまして、目標の３倍近い実績となったところであります。 

したがいまして、評価としてはＢとなっております。 

全体の課題と今後の方向性についてです。国際交流につきましては、ドイツあるいはトルコ、

中国といった多様な形ではありますけれども、大事なことは区民の理解を得ながら、区民にとっ

て意義のある交流となるように事業を進めてまいりたいということでございます。 

また、国内交流につきましては、国内自治体と協定・覚書を締結した自治体だけでなくて、先

ほど申し上げましたけれども、特別区の全国連携プロジェクトも踏まえまして、更に取組を進め

たいということでございます。 

長くなりましたが、説明は以上でございます。 

○平田部会長 ありがとうございます。 

 ここは分野が多岐にわたりますので、ご意見を十分承るのにちょっと時間が足りないかもしれ

ないですが、ここで一つ覚えておいていただきたいのは、指標はやはり区民の皆さんに成果が見

えやすくするために文京区が独自に考えたものですから、これは大切にしてあげてください。そ

れを見て、こういうふうに評価しますよというのは自由に言っていただいていいと思います。じ
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ゃあ、いかがでしょうか。 

 どうぞ、お願いします。 

○出井部会員 １１ページの生涯学習なんですけれども、生涯学習というのは要するに年齢的に

はどうなんですか。自分もオープンカレッジに行ったことがあるんですが、基本的に、年齢的に

どのぐらいの年代が多いのか、生涯学習のケースということで。 

今は高齢化していますから、逆に言うと生涯学習というのが、もう６０歳になったら小学校に

入学するというような、極端に言うと、義務教育化というような考え方をしてもいいんじゃない

かと思います。どうしてかというと、文京区は「文の京」ですから、特殊教育ということで、そ

ういう構造を設けてもいいんじゃないかなと、新しい考えということでいかがですか。 

○平田部会長 はい、じゃあ、お答えを。 

○竹越アカデミー推進課長 アカデミー推進課長の竹越です。 

 年齢につきましては、元々がそのアカデミア講座のように、ご高齢の方を中心にした講座もあ

りますし、あと、幅広く自由にという講座も用意してございますが、講座の時間がどうしてもい

わゆる平日の昼間になれば、若い方は参加しづらい、ご高齢の方が参加しやすいというところは、

いたし方がないところがあるかなと思います。 

ただ、土日とかの講座等になりますと、一発物の講座等になりますと、幅広いいろいろな年齢

の方が、ご興味のある方が参加することができる。そういう意味では、私どもはいろいろな形で

の講座のご提供をしていきたいというふうに考えております。 

○平田部会長 ほかにいかがでしょうか。 

 どうぞ、石井さん。 

○石井部会員 今の生涯学習のところなんですけれども、講座は区のほうで全て企画して提供さ

れているのかどうか。例えば、区民の中には様々なスキルや資格や能力を持っていらっしゃる方

がいたりする場合に、プラットホームのような、ここにも基本構想の昨年の方向性のところに、

場の充実を図りますというふうに、下から４行目のところにありますけれども、場を何かプラッ

トホーム的なものをつくって、手を挙げていただいて、私はこういうことができますと。こうい

う興味のある方はどうぞというような、もっとダイナミックな広がりと、動きというか、そうい

うものが可能なのかどうなのか。一方的に提供されて、知っている人は知っているし、知らない

人は知らないということではないものを、区としては何かできないかどうかをちょっと伺いたい

んです。 

○竹越アカデミー推進課長 講座の提供の仕方も様々でして、区が主催しているものもあれば、

指定管理者の財団が、区の趣旨にのっとって行うものがあったり、また、財団が自主的に区民の

皆さんのご希望に沿うような形のものを選んだり、講習物については、地域の方が自分たちでや

るものを区が講演するような形もございますし、それと、また次の新たな基本構想実施計画を作

るに当たっては、区民プロデュース講座と言いまして、地域の方からご提案をいただいたものを、
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区のほうが選定をして講座をしてもらうということも、次の新たな実施計画の中では検討したい

というふうに考えております。 

○平田部会長 ほかはいかがでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

○上田部会員 それでは、生涯学習から始めます。時間がないのでいいかな。 

アカデミアの推進協議会では、「区内まるごとキャンパス」という形で２年ぐらいやっていま

したね。それは、今年の３月で終わりました。 

 それで、この中に「区内まるごとキャンパス」というのがありましてね、じゃあ、区内のどこ

にキャンパスがあるか、どういう講座があるか、なかなか探しにくい。区のほうで指導している

キャンパスはどこにあるんでしょうかというものを、もうちょっとアピール力を高めてほしいわ

けですよね。その中で、どういうものを、どういうところを受講したい、どういうものを勉強し

たいかなというところを選別していくわけですから、そうすれば、その人が趣向の中で学習が長

続きするかもしれない。そういうのがとてもアカデミーの推進の意義じゃないかなというふうに

思っております。まず一つ。 

○平田部会長 まとめてまず言っていただいて、それからお答えでよろしいですか。まとめてお

願いします。 

○上田部会員 全部ですか。今度はスポーツのほうですけれども、達成率がものすごく低い。７

０％とか５７％とか、１３ページですが、区民のスポーツの技術とか、能力の向上とか、スポー

ツ指導者の資質向上とかという中ですね。これは指標が高すぎるのか、それとも、本当にこんな

ようなパーセントになってしまう。この辺の原因は何かなということを、わかりましたら教えて

いただきたいということです。 

 それから、もう一つ最後に、１４ページのこれは観光のほうですね。そうですね、観光事業で

すね。 

 この中で、海外との交流の中で、ドイツ、トルコ、中国という形で国の名前が明記されており

ましたけれども。これは、何ページですか。 

○出井部会員 １５ページ。 

○上田部会員 １５ページですね。そうですね。 

○出井部会員 １５ページ、今後の方向性。 

○上田部会員 ああ、ごめんなさい。１５ページですね。 

 ドイツは森鴎外とか、そういう形で、交流も大分前から進んでおりますし、中国はお隣の国で

すから結構交流はあると思うんです。トルコとの関係ってこれは何なのでしょう、文京区との。

これはちょっと教えていただきたいと思います。 

それから、最近、トルコが政情不安になりましてね、トルコに行く予定、部会長もそうですよ

ね、トルコに行く予定だったのにキャンセルになっちゃったんでしょう。うちのほうは昭和大学
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が行く予定だったんですけれども、昭和大学がキャンセルになっちゃいまして。昔からトルコと

日本とは結構交流が盛んだったんです。ロシアに攻められているのを助けてくれたとかというよ

うな話がありますから。でも、現在の２１世紀の中で、トルコとの交流はどういう観点で動かし

ているのかなと思います。防災協定とかはやったらしいですけれどもね、その辺の三つだけ、ち

ょっとお知らせください。 

○平田部会長 じゃあ、順番にお願いします。 

○竹越アカデミー推進課長 それでは、「区内まるごとキャンパスに」の考え方なんですけれど

も、決して、１９大学があるからどうこうというわけではなくて、文人を初めとした昔からの地

であるということと、名所旧跡等様々あるという、そういうその施設そのものを生かすだけでは

なくて、実際その人材の観点からも、大学や事業者やＮＰＯと様々な人たちが、この場において

活躍して実際活動しているということ。そういった、いつでも、どこでも、誰でもが学べるよう

な、こういう場全体を「区内まるごとキャンパスに」という考え方で言ってございますので、大

学のキャンパスがストレートにここで言うキャンパスではなくて、全体というふうに関連的に捉

えていただければと思います。 

○上田部会員 それが私には見えないです。 

○竹越アカデミー推進課長 見えるように努力したいと思います。 

○平田部会長 スポーツ振興をお願いします。 

○細矢スポーツ振興課長 続いて、１３ページの③番の指標でございますが、これについての考

えは、やはり一つは実績がどうしても伸び悩んでしまったということがございます。特に④につ

いては、周知が若干遅くなってしまって、参加する方が減ってしまったというのもありますし、

また、目標値については、少し高望みをしてしまったのかなというふうに考えております。また、

今後２８年度以降についても、同じ指標を使いたいと考えておりまして、これについては、とり

あえず実績に基づいて、現実的な指標をつくっていきたいと考えているところです。 

○平田部会長 では、三つ目について。はい、どうぞ。 

○熱田観光・国際担当課長 続きまして、トルコとの交流の関係をお答えいたします。 

これトルコではイスタンブール市のベイオウル区というところなんですけれども、きっかけは

平成２５年にトルコ大使館を通じて、このベイオウル区が文京区と交流をしたいというような、

そういった申入れがあって始まったということで、文京区とこのイスタンブールというのは、歴

史とか文化ということが非常に盛んであるという共通点もありまして、交流が進んできたという

ところがあります。 

 また、同じ地震国ということにもかかわらず、トルコのほうは、道路のほうは対策が進んでい

ない部分もあるということで、ＪＩＣＡの事業で協力をしているという流れです。 

 この政情不安に関しては、ここ最近、悪化しているという状況で、なかなか今は文京区民の方

が向こうへ行って交流するというのは、正直難しいかなというふうに考えております。向こうか
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らこちらに来ることは問題のないことですし、そういった中で、できる範囲での交流を進めてい

って、また、政情のほうが安定いたしましたら、お互いに行き来できるような形で交流を進めて、

もともと、そのトルコは親日国家ということもありまして、一つドイツ、中国とともに進めてい

きたいというふうに考えております。 

○平田部会長 ありがとうございました。 

ほかにいかがでしょうか。 

 すみません。そうしましたら、残り４０分分ぐらいのプログラムがまだ残っているんですね。

なので、短目にお願いします。 

○牛嶋部会員 ちょっと全体的なところで、目標が特に達成しなかったものに関して、課題が書

かれていると思うんですけれども、それについてやることが現状維持というのと、例えば、予算

や人員を増やしてオプション達成を目指すというのと、縮小するという三つがあると思うんです

が、その辺を今後どうしていくのかというのを、ちゃんとここに書いたほうがいいのかなと思っ

ています。 

 だから、評価のところもＡ、Ｂ、Ｃもいいのですけれども、基本的に１０項目の評価というの

は我々にとってはあまりどうでもよくて、その後をどうするのかというところが大事なんじゃな

いかと思うので、要するに、拡大するのか、現状維持なのか、縮小するのかというところを、ち

ゃんと評価のところに一緒に入れてもらいたいというふうに思います。 

○平田部会長 これはどなたがお答えになるんですかね。 

○加藤企画課長 こちらは基本構想実施計画の現計画になりますので、３年前に作って、こうい

う形で３年間の実現しようという形で評価しているものになります。ですので、年度の途中で変

えるということはできないんですけれども、今回のこの評価を踏まえて、次の計画の中でその部

分をどういう形で生かしてくるかというところで、今回の評価については活用していきたいと考

えております。 

○平田部会長 それでは、ほかの質問はいかがでしょうか。 

本当はゆっくり討論したいところなんですけれども、申し訳ありません。次のメニューが待っ

ていますので、よろしければ先に進めさせていただきたいんですが、よろしいですか。 

○上田部会員 １４ページのコミュニティと産業文化ですね。この中でフィルムコミッション、

これはちょっと、僕も何年か前に絡んでいたんですけれども、なかなか東京のほうでは、フィル

ムコミッションは展開しにくい状況で、横浜のほうがかなり先進的ですね。テレビに映っている

ところ、ほとんど例の横浜の街ばっかりで。だから、東京のフィルムコミッションは今はどうな

っているのかなと思います。特に、その中で文京区はどうしたらいいんだろうと、そういうこと

です。 

○平田部会長 お答えになりますか。短目にお願いします。 

○熱田観光・国際担当課長 フィルムコミッションですが、文京区では、どちらかといえば、お
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申出をいただいて、それに協力するという形で進めています。ただ、いろいろ、いろんなところ

でテレビに取り上げられる機会は増えてきているかなというふうに思っています。 

○平田部会長 ありがとうございました。 

それでは、もうちょっと承って意見交換をしたいところなんですけれども、すみません、居残

り勉強を避けるために、先に進ませていただきます。 

 それでは、次第の５に入ります。たくさんメニューがあってすみません。 

 平成２８年度まち・ひと・しごと創世総合戦略進行管理の実施状況というのを、今日やってい

ただかないといけないんですね。ですので、初めにこれを事務局から説明してもらいます。続け

て、産業振興と観光・交流分野に関する２８年３月末現在の実績について、担当部署から説明が

ございます。お願いします。 

○加藤企画課長 それでは初めに、私のほうから概要を説明させていただきます。こちらの席上

にある茶色い資料、こちらをご覧ください。「文京区まち・ひと・しごと創生総合戦略」と書い

てある茶色い冊子になります。よろしいでしょうか。 

 １ページ開いていただきまして、「はじめに」というところがございます。こちらをご覧くだ

さい。 

 まず、この総合戦略の背景をこちらで説明しておりますので、簡単に内容について説明させて

いただきます。 

 国では、少子高齢化に対応して人口減少に歯止めをかけ、将来にわたって活力ある社会を維持

していくことを目的として、「まち・ひと・しごと創生法」を制定しました。この法律では、各

地方公共団体に「まち・ひと・しごと創生総合戦略」、こちらの策定を努力義務として課してお

ります。 

文京区におきましても、「文京区人口ビジョン」、人口の現状分析及び将来の展望等を提示し

たものを踏まえまして、２７年度から３１年度までを計画期間とする「文京区まち・ひと・しご

と創生総合戦略」を策定いたしました。それがこちらの冊子になっております。 

それでは、６ページ、７ページをお開きください。 

総合戦略を作るに当たりましては、人口の現状及び分析、将来の展望という形で、分析したも

のが、６ページから７ページになります。 

６ページ、左側の部分で見ますと、将来の人口推計、平成７２年までということで、人口推計

をしているものでございます。 

また、右側のページの図表８、独自推計となっておりますけれども、こちらは合計特殊出生率、

を１．４まで上昇させた場合には、このような形で人口が推移するというものでございます。こ

れは第２回の勉強会の中でも説明させていただいておりますが、左側の表から右側の表に出生率

を上げることによって、例えば、人口全体のピークですと、左側の表ですと平成３２年になって

おりますのが、これが右側の表では平成４２年ということで、１０年間後ろに延びる。また、生
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産年齢人口と年少人口が後ろ倒しになるというような推計になっております。 

続きまして、８ページをご覧ください。 

こちらは総合戦略の位置付けになります。まず、１０年間の基本構想がありまして、その下に

基本構想実施計画、今回策定していただきます計画になりますけれども、こちらがございます。

現行計画、２期の計画が２６年度から２８年度まで、これから策定していただきます３期が２９

年度から３１年度まで、それぞれ３年間の計画になっております。 

それに対しまして、文京区まち・ひと・しごと創生総合戦略、こちらにつきましては、平成２

７年度から３１年度までということで、現行計画のほうは２６年度から２８年度になっておりま

すので、現行計画の２年目、３年目、それと、これから作る計画の３年間、これがちょうどこち

らの計画とかぶっている期間になります。 

基本構想実施計画の中で、「まち・ひと・しごと創生」に関する部分、ここを中心に基本構想

実施計画と整合がとれるような形で、この計画は作られております。 

１ページおめくりいただきまして、１０ページ、１１ページ、全体の概要になります。 

基本目標として四つの分野、まち・ひと・しごとに関連する四つの分野がございます。それに

対して、基本的方向性、また具体的施策という形で体系付けられております。 

具体的には、席上に本日置かせていただきました「まち・ひと・しごと創生総合戦略評価表」、

こちらのほうで検討していただきたいと思います。ちょっとこちらのほうの見方だけ簡単に説明

させていただきます。席上にあります評価表をご覧ください。横書きのＡ４になっているもので

す。 

四つの分野、子育て支援から始まりまして、ページをめくっていただきまして、次のページ、

高齢者福祉、その次が、産業振興、そして最後のページが、観光・交流となっております。こち

らの部会では、３の産業振興と、次の４の観光・交流について検討をしていただくことになって

おります。 

３の産業振興のほうをご覧ください。先ほどの基本目標、こちらは基本構想の将来像の１０年

後にあるべき姿のところから、そのままとっているものでございます。 

それに対して、基本的方向、また数値目標が２種類ございまして、大きな数値目標としてこち

らに掲げるもの、こちらは数値と言いましても累計値になっております。 

経済センサスによる区内事業所数及び従業者数、これは２７年度から計画は始まっております

けれども、３１年度には、累計して最終的にはこうなるということです。２７、２８年度が現行

計画、２９、３０、３１年度が、これから作る計画と整合するような形で数値が設定されていき

ます。 

また、下の具体的施策ですが、真ん中辺りのところですけれども、ＫＰＩと書いてあるところ

の右側、こちらも累計値になります。分野によっては、累計値であったり単年度の数値であった

りしますので、ここは注意の上、検討していただければなと思います。 
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概要については以上です。 

○平田部会長 それでは続いて、産業振興と観光・交流について担当の部長からのご説明がある

のですが、お二人併せて５分以内でお願いします。皆さんのご意見を賜りたいので、よろしくお

願いします。 

○林区民部長 それでは、資料の３番の産業振興、３枚目のところになりますけれども、お開き

ください。 

 基本目標、基本的方向のところにつきましては、先ほど企画課長がご説明したとおりでござい

ますので、数値目標のところから話を進めさせていただきたいと思います。 

 ３１年度の数値目標といたしましては、国が実施いたします調査であります経済センサスとい

う調査がございます。これは２年に一度の実施される調査でございまして、その調査によります

区内の事業所数及び従業者数を、３１年度の目標として１万４，３０３事業所、２２万５，６１

２人という目標を設定してありますが、先ほど申したように２年に一度の調査でございますので、

２７年度につきましては調査の実施年ではございませんので、数値がそのまま２６年度の当初の

数字が記載されてございます。 

 続きまして、具体的施策でございますけれども、中小企業の振興事業といたしまして、具体的

事業、五つの事業を指標として捉えてございます。 

 五つそれぞれの事業を例えば５年間で、２６年度当初と３１年度最終目標との比較を単純に５

で割ってその数字を見ますと、おおむね２０％を超えているものが三つの事業、２０％を下回っ

ているものが三つの事業ということで、１番目の中小企業向けの経営相談事業につきましては、

経営相談件数では達成率としては２４％ほどとなってございますが、相談件数、支援員の相談件

数につきましては１２．９％ということで、２０％を上回っているもの、下回っているものがご

ざいます。 

 ２番目の項目、それと、４番目の中小企業等資金融資あっせん事業、こちらそれぞれ２０％を

上回っている結果となってございます。 

 また逆に、３番目の各種補助事業、それと創業支援事業、こちらにつきましては２０％を下回

っているということになりますけれども、トータル、この項目としましては、それらの率を単純

平均すると大体１９％ということですので、５年間の初年度としては順調な滑り出しかなという

ふうに考えてございます。 

 おめくりいただきまして、２番目の就労支援対策事業でございます。こちらは若年者の就労支

援セミナーの参加者数を指標としてございまして、３１年度の目標が延べ８５１件で、初年度４

１２件の実績がございましたので、率で割り返しますと３２．５％ということで、こちらにつき

ましても順調な数字というふうに捉えてございます。 

 続きまして、③番目の商店街支援事業でございます。こちらは四つの事業を具体的事業として

捉えてございまして、４番目の商店街エリアプロデュース事業につきましては、２８年度からの
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新規事業ということになりますので、３１年度の目標数値は入ってございますが、２６年度の当

初数値と２７年度の数値につきましては、まだ実績がないということから横バーの表示になって

ございます。 

 したがいまして、この三つの事業のうち、当初の目標数値を単純に５年度に割り返した数字で

言いますと、１番目の商店街販売促進事業につきましては１９．２％ということで、ほぼ予定ど

おり。２番目、３番目の項目につきましては２４％、それと３６．４％ということで、当初の想

定されている３１年度の目標値を単純に割り返した、５年間で割り返した数字よりは上回ってい

ると、そういうふうに評価をしているところでございます。 

○平田部会長 では、続いてお願いします。なるべく短目で、２．５分でお願いします。 

○田中アカデミー推進部長 ４番の観光・交流ということでご覧ください。 

 数値目標につきましては、２項目でございますが、ガイドツアーの年間参加者数、これを現在

２，０００人余りのところを８，０００人まで持っていこうというものであります。 

 こちらは、分野別部会資料第２号でご覧いただきたいと思うんです。４６ページに詳しいその

意味合いが書いてございますので、後ほどお願いいたします。 

 それから、２点目の国際交流フェスタの外国人入場者数、こちらにつきましては、分野別部会

資料第２号の４８ページに、そういった指標の説明がありますので、ご覧いただきたいと思いま

す。 

 いずれにしても、しっかりと増やしてまいりたいということでございます。 

 具体的施策につきましては、③まで３項目であります。全国連携プロジェクト事業、それぞれ

具体的施策を並べてあります。 

 あと、観光ガイド事業の充実、外国人参加型交流事業ということで、これまで何回かご説明し

たものもございますので、その辺を思い出していただきながらご覧いただければと思います。 

 以上です。 

○平田部会長 ありがとうございます。 

 それでは、この議論を３０分までに終わらせたいと思います。たくさんのご意見を承りたいの

で、とりあえず、まずご意見のある方を複数聞いてお答えをいただこうと思いますので、お願い

します。 

 皆様考えている間に私が呟いておきますと、この項目は昨年度審議されて決まっているもので

す。それから、５年間で進行管理を見ていきますので、今年１年目ですから、そんな焦らなくて

もいいということを頭の中に入れておいてください。 

○出井部会員 この若年者就労支援セミナーというのを、これは働いていないという人のことな

んでしょうか。 

○平田部会長 お答えをお願いします。 

○福澤経済課長 正規雇用をされていない方を対象にしているということです。 
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○出井部会員 じゃあ、臨時雇いとか、そういうことですね、アルバイトとか、パートとか。 

○福澤経済課長 そういう方も含めて入るということでございます。 

○出井部会員 今、正規雇用にしようということで、大手なんかはアルバイト、パートというの

を全部正社員にするというようなことがありますよね。そういう利用の面というので、どんどん

増えているんですけれども、自治体で増やしていくということでしょうか。 

○福澤経済課長 就労支援については、区内にハローワークですとか、東京しごとセンターなど

という、国や都の就労支援機関もございますので、区としては若年者を対象とした非正規、また

は、就職していない方を対象としたセミナーを実施しておりますけれども、そういった国や都の

機関と連携して、一緒にその就労支援を行っているところでございます。 

○出井部会員 わかりました。 

○山口部会員 ちょっとわからないんですけれども、何を我々に求めているんですか、これは。

目標も決まっているし、その項目も全部決まっているわけですよね。我々は何を言えばいいのか。

妥当かどうかという。 

○加藤企画課長 先ほどちょっと概要の中で説明させていただいたんですが、基本構想実施計画

との整合を取ったうえで、国のほうで、特にこのまち・ひと・しごとの分野の計画を作りなさい

ということで作っております。 

 こちらの計画を作るに当たりましては、区民の方とか、そういう方たちから、進行管理につい

て意見を聞くようにという形で、国のほうからも指示されている部分もございます。うまくいっ

ているというような説明ですので、なかなかご意見を言いづらい部分もあるかと思うんです。数

字上うまくいっていたとしても、こういう事業については、これから３１年度までの中で、こう

いうことを考えたらいいんじゃないかとか、そういうようなご意見をいただければなと、数値が

高い低いというご意見もいいんですけれども、そのような観点でご意見いただければなと思いま

す。 

○山口部会員 わかりました。はい、了解です。 

○平田部会長 苛酷な要求ですみません。はい、どうぞ。 

○野口部会員 何か今言ったことをざっくり言うと、国から意見を聞きなさいと言われているか

ら聞きましたというようにも聞こえてしまうんですが、意義深いものとすれば、結局、ＰＤＣＡ

の中で、このチェックと次のアクションをどうしていくかということが必要かと思うんです。数

値だけ見せられてもチェックの正直しようがない。何をしてこの数字になりました、では、ほか

に何か手段がありますかという意見になってくるのか、あるいは、何か足りないものがあるのか、

もっとここを注意をしたほうがいいのか、そういう意見の出ようもあるんです。数字だけ見せら

れても、何をやってこの結果なのかがよくわからないので、結局、意見のしようがないなという

のが正直今の意見なんです。 

○平田部会長 そうですよね。確かに、おっしゃるとおりだと思います。ただ、わからない点と
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か、それから、何か説明が欲しい点とかありましたら伺いたいと思います。 

○加藤企画課長 補足という形になりますが、確かに、国のほうではそういう制度になっており

ますけれども、元々文京区のほうでは基本構想があって、その下に基本構想実施計画があって、

また先ほどお示ししたように、政策施策の評価とか、事務事業評価といろいろやっておりますの

で、そちらのほうで実際はできている部分もあるんです。この四つの分野については、併せて区

民の方のご意見もということですので、具体的な数値を示されて、ちょっとご意見が言いづらい

とも思うんですが、大きな考え方としては、人口の減少とか、そういうものに関して、大きな流

れの中で区としても頑張りなさいという形になりますので、そういう視点の中でも、例えば、こ

の商業振興とか、交流とかというところを、大きな視点の中でどう考えるというようなご意見を、

ちょっと難しい言い方になるんですけれども、もしあるようであれば。 

○平田部会長 なかなか言いづらいですよね。 

 じゃあ、牛嶋さん、どうぞ。 

○牛嶋部会員 そういう意味では、例えば、人口を増やすとか、そういったものに関して言うと、

産業振興とか、その観光・交流というのは、あまりそういうところには機能しないのかなという

ふうに思いますので、もちろん、その仕事とかに関して言いますと、住んでいる人ができればい

いんです。でも、やっぱり仕事って必ずしも文京区民が別に文京区内で就職するわけでもないし、

その辺、区が区民に対してどうしていくというのと、やっぱりその事業者というのは、必ずしも

区民に対するあれではないことですので、それが多分、二つ大きく分かれるのかなというふうに

感じるわけです。 

 ですので、ちょっと目標というか、総合戦略のところの目標がちょっとわかりにくくなってい

るので、ちょっとその辺を整理していただければという感じです。だから、最初に人口とかの説

明があったかと思うんですけれども、多分、その産業振興とかにはあんまり直結しないのかなと

思いますので、ちょっと、その産業振興と関わるその目標的なものも、ちょっともう一度教えて

いただけると、要するに、この分野に関して、その方向性とかの確認をさせていただければと思

うんです。ちょっとわかりにくいかもしれないんですが。 

○加藤企画課長 この産業振興ということで言えば、まち・ひと・しごと創生総合戦略１０ペー

ジのところをちょっとお開きいただければと思います。 

 こちらが四つの分野で、大きくはその人口の部分でお話ししましたけれども、それだけではな

くて、まち・ひと・しごとということで、仕事の部分も計画の中に入っているということです。

これの上から基本目標の３番目、産業振興の右側のところに基本的方向ということで、起業希望

者の区内での創業の促進といったことにより、区内産業、商店の盛り上げを目指していきますと

いうことで、まち・ひと・しごとのしごとの部分では、こういう形で方向性としては考えていま

す。 

○平田部会長 なかなかご意見を言いづらいテーマで恐縮なんですけれども、ほかにご意見ある
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方はいらっしゃいますか。 

 はい、簡単にお願いします。 

○上田部会員 あまり抽象的な話ばっかりしているんで、ちょっと具体的な話をしたいと思いま

す。 

 ちょうど先週の金曜日ですけれども、山形県の新庄から最上地域雇用創造推進協議会というと

ころのイトウさんという方がいらっしゃいまして、是非、山形県の新庄に来てくれと、何か使っ

て地元の商品を文京区で販売、加工、それから、レストランとか、そういうところで使ってもら

えないかということです。これは国からも情報が入っていまして、今文京区から５、６人のレス

トランの経営者、居酒屋の経営者、そういう人を連れていこうと思います。往復の新幹線代は全

部山形県のほうです。多分、これは国からの補助金が１００％じゃないかという感じで、このよ

うな形で、ここに載っかっている創業支援事業というのがございますが、これの場合、同じよう

なあれじゃないですかね。文京区としては、この辺をどういうふうに考えていくか。それから、

こういうものの予算をどういう形でつくっていくか。それと、現在、こういうような話で山形県

からこういう話があったから、山形県との業務提携をしていこうかとか、そういうような具体的

な話に持っていけば、こういう抽象的な基本的方向性にマッチングするような形ができていくん

じゃないかなというふうに思っています。 

 これ、ただ、このまち・ひと・しごと創生総合戦略だけ読んでいると、何をしていいかわから

ないというのが具体的な話ですね、考え方としては。 

 だから、細かく細かく具体的な話を詰めていくほうがいいんですけれども、基本構想のほうは

あまり具体的な話をするわけじゃないですよね。抽象的な全体的な意見だけで済まそうというの

が、この会の趣旨だと思いますから。 

 しかし、そういう中で頭の中にこういうものを入れながら、そういうふうな話をしていきたい

なというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○平田部会長 ありがとうございました。 

 じゃあ、申し訳ありません。もう一つメニューがあるので、先に進んでよろしいでしょうか。 

最後の次第６、政策を実現するための行財政改革について入らないといけないので、ちょっと

だけお付き合いください。ちょっと延びてしまいますが、なるべく短く終えます。 

初めに事務局から説明をいただくんですが、この項目だけは区民協議会全体会にてご意見を賜

る機会がありますので、今ここで意見をおっしゃらずとも、説明を聞いて、ご説明に対してわか

りづらい点があれば質問を承りますけれども、簡単に終えていただこうと思います。よろしくお

願いします。 

○加藤企画課長 それでは、分野別部会資料第２号をご覧ください。今日、最初に使っていた資

料になります。 
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 こちらの別紙と書いてあります１枚目ですが、基本構想実施計画方向性・指標（案）と書いて

あるところに、目次というのが最初のところに書いてあります。よろしいでしょうか。 

 これまで子育て、教育、それ以下、四つの分野について各部会の中でお話ししていただいてお

ります。それで、この四つの分野だけではなくて、この四つの分野全体を支えるような行政運営

の仕組みが必要になりますので、その部分についての検討になります。 

 最後のページ、６３ページをお開きください。 

 こちらが各分野を支える全体の分野になります。行財政運営ということで将来像が四つござい

ます。 

 それで、こちらの（１）から（４）までの内容ですけれども、こちらの資料で、「第３章 計画

事業」という資料があると思いますけれども、こちらがわかりやすいので、ちょっとこちらをお

開きください。このダイアのついている計画事業です。こちらの資料になります。こちらと両方

を見ながらご説明させていただきます。 

 こちらの計画事業の７ページ目のところをお開きください。 

７ページの一番下のほうですが、第４のまちづくり・環境の下のほうから行財政運営というも

のが７ページから８ページにわたって書いてあります。 

 こちらの方に具体的な事業が載っておりますが、こちらがこの行財政運営分野の具体的なとこ

ろとなります。 

 例えば、区民サービスの向上、こちらを７ページのところで見ますと、職員の育成であったり、

ＩＴの活用であったり、また、８ページにまたがっていただきますと、小項目、効率的質の高い

サービスの中で、協働であったり、大学の連携であったり、こういうものがあります。 

 また、（２）の開かれた区役所では、広報機能の強化ということで、わかりやすいホームペー

ジ、（３）番の区の公共施設の部分では、施設の効果的・効率的活用、利用しやすい公共施設等、

最後の行財政運営のところでは、事務事業の見直しであったり、組織の活性化であったり、これ

については全ての分野を支えるような形になりますので、最後にこういう形で一つの分野として

捉えています。 

 ページをめくっていただきまして、一番裏のページ、６４ページになります。 

 これがこの分野の今後３か年の方向性となっております。 

 中身ですけれども、区では、一般財源の増に支えられてサービスの向上に適切に対応していま

すが、社会状況の動向とか、あるいは、少子高齢化の進展、また将来的には、生産年齢人口の減

少による税収の減少が懸念される等のことから、財源の積極的な確保と事務事業の不断の見直し

を行っております。 

 また、公平性の確保の観点から受益者負担の適正化、世代間の負担の公平性の観点から基金と

起債の適切な活用等によって、将来にわたって持続可能な行財政運営を図っております。 

 そういった一方で、人口構成の変化に伴って、より個に応じたサービスが求められており、事
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務事業の選択と集中に取り組むことにより、多様化する区民ニーズに対応するとともに、区民サ

ービスの向上を図っていくということを考えております。 

 さらに、新たな行政評価というお話もございましたが、新たな行政評価の仕組みの構築とか、

オープンデータの調査・研究、こういったことを進めることで、現場主義の職員育成、さらには、

「品質志向の区制運営」の進展を図っていくということを考えております。 

 また、公共施設の部分では、公共施設やインフラの老朽化、こういうことが今後の大きな問題

として挙がってまいります。人口構成の変化に伴って、また、高齢者、子ども、そういった構成

の変化によって利用するニーズも変わってまいります。こういったことに対応するために、中長

期的な視点で、維持管理や運営にかかるコストの平準化、抑制を進めるとともに、現在ある区有

施設あるいは公有地を有効に活用しながら政策を進めていきます。 

 この今後３か年の方向性も含めて、区民協議会全体会のほうでまた再度検討していただきなが

ら、ご意見いただきたいと思っております。 

 全ての分野にわたる部分ですので、各分野の中で説明をさせていただいております。 

 以上です。 

○平田部会長 何かおわかりにならないとか、それから、何か今日言っておきたいということが

ありましたら、一、二名に伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、本当にたくさん詰め込んだ会で、長い間、ご協力を本当にありがとうございました。

皆さんのどういう城下町をつくるかということから始まったこの議論が、夢を乗せてまた進んで

いくといいと思うんです。これは職員の方もすごく努力して事業を成功させるだけではなく、さ

らに、その評価も受けていますので、職員の人たちも相当に負荷が掛かっていますので、どのよ

うに効率的に回すか、また全体会で意見を承れればと思います。また、オープンデータにすると

よいものも、また全体会でおっしゃってください。 

 全体に関して何かございますでしょうか。 

 それでは、事務局のほうからお願いします。 

○加藤企画課長 それでは、今後の予定になります。 

 次回の区民協議会全体会は、８月１７日、水曜日、６時半からになります。また、これについ

ては改めて通知を送らせていただきます。８月１７日、水曜日、場所につきましては、２４階の

第一委員会室、最初に行ったところになります。 

 また、その他の部会につきましても、７月２６日と２８日、２回ございますので、この部会に

参加されている方につきましては、７月２６日につきましては地下２階、７月２８日につきまし

ては５階、２６日、福祉・健康部会、こちらが地下２階、２８日、まちづくり・環境部会、こち

らにつきましては５階となりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 なお、冊子につきましては、置いていっていただければまたご用意できますので、よろしくお
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願いいたします。 

○平田部会長 じゃあ、皆さん、いろいろ盛りだくさんの会議を、区の職員の方も遅くまであり

がとうございました。 

 皆さん、本当にどうもありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。 


